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単位：経営体

農業経営体 林業経営体

平成27年 48,436              47,895              1,648                

令和２年 38,587              38,302              514                  

令和７年 30,634              30,419              393                  

増減率（％）

令和２年／平成27年 △ 20.3 △ 20.0 △ 68.8

令和７年／令和２年 △ 20.6 △ 20.6 △ 23.5

区　分 農林業経営体

 

 

   

農林業経営体調査は、我が国の農家や林家、会社や集落営農など、農林業を営んで

いるさまざまな経営体の実態を正しく把握することを目的に、５年に１度実施してい

る統計調査です。 

令和７年２月１日現在で、全国における全ての農林業経営体を対象に実施した農林

業経営体調査のうち、主要項目について兵庫県の結果をまとめました。 

 

 

農林業経営体数は３０，６３４経営体（全国第６位）で、５年前に比べ７，９５３経

営体（２０.６％）減少しました（全国は２３.２％の減少）。 

このうち、農業経営体は 30,419 経営体、林業経営体は 393 経営体となり５年

前に比べそれぞれ 7,883 経営体（20.6％）、121 経営体（23.5％）減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 注： 農業経営と林業経営を合わせて営んでいる経営体があるため、農業 

 経営体数と林業経営体数の合計と農林業経営体数は一致しない。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

特 集
20２５年農林業センサス農林業経営体調査 

～ 兵 庫 県 の 調 査 結 果 （ 概 数 値 ） 概 要  ～ 

１ 農林業経営体 

  ～ 農林業経営体数は３０,６３４経営体 ～ 

図１ 農林業経営体数 

表１ 農林業経営体数 
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個人経営体 団体経営体に

法人経営体 占める法人割合

経営体 経営体 経営体 経営体 ％

平成27年 47,895          46,907          988              423              42.8

令和２年 38,302          37,120          1,182            649              54.9

令和７年 30,419          29,108          1,311            825              62.9

増減率（％）

（令和２年／27年） △ 20.0 △ 20.9 19.6 53.4 -
（令和７年／令和２年） △ 20.6 △ 21.6 10.9 27.1 -

区　分
農業経営体

団体経営体

 

 

 

(1) 農業経営体数 

農業経営体のうち、個人経営体は 29,108 経営体で、５年前に比べ 8,012 経 

  営体（21.6％）減少した一方、団体経営体は 1,311 経営体で、129 経営体（10.9％）

増加した。 

団体経営体のうち法人経営体は 825 経営体で、５年前に比べ 176 経営体

（27.1％）増加した。この結果、団体経営体に占める法人経営体の割合は 62.9％

となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 経営耕地面積規模別の経営耕地面積 

農業経営体の経営耕地面積規模別に経営耕地面積の集積割合をみると、５ha 以上 

の農業経営体が 42.5％を占め、５年前に比べて 11.1 ポイント上昇した。 

 

 

 

注： 構成割合は表示単位面積未満を四捨五入しているため、合計値と内訳

の計が一致しない場合がある。（以下、同じ） 

２ 農業経営体数 

  ～ 個人経営体は減少、団体経営体は増加 ～ 

図２ 経営耕地面積規模別の経営耕地面積割合 

表２ 農業経営体数 
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(3) 経営耕地の状況 

農業経営体の経営耕地面積は46,316haで、５年前に比べ513ha(1.1％）減 

少した。また、経営耕地面積のうち借入耕地面積は23,829haで、５年前と比べ 

3,408ha（16.7％）の増加となった。１経営体当たりの経営耕地面積は1.5ha 

で0.3ha増加した。 

図３ 農業経営体の経営耕地面積の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 数値については、原数を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が 

一致しない場合がある。 

 

(4) 水稲作付面積規模別の農業経営体数 

販売目的で水稲を作付けした農業経営体数は、24,323経営体で、５年前に比 

  べ6,148経営体（20.2％）減少した。 

水稲作付面積規模別に農業経営体数の増減率をみると、５年前に比べ、３ha 

未満の各層では減少しているものの、３ha以上の各層では増加した。 

 

 

　　（単位：経営体）

区分 計 1ha未満 １～２ ２～３ ３～５ ５～10 10～15 15ha以上

平成27年 38,534 33,346 3,562 632 471 340 100 83

令和２年 30,471 24,392 4,044 781 508 450 141 155

令和７年 24,323 18,414 3,700 775 544 518 185 187

増減率（％）

令和２年／平成27年 △ 20.9 △ 26.9 13.5 23.6 7.9 32.4 41.0 86.7

令和７年／令和２年 △ 20.2 △ 24.5 △ 8.5 △ 0.8 7.1 15.1 31.2 20.6

表３ 水稲作付面積規模別の農業経営体数 
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 (5) 基幹的農業従事者数（個人経営体） 

農業経営体のうち個人経営体の基幹的農業従事者（仕事が主で、主に自営農業に 

従事した世帯員）は 27,598 人で、５年前に比べ 6,993 人（20.2％）減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： （ ）内は基幹的農業従事者に占める割合（％）である。 

 

 

 

 

(1) 保有山林面積規模別林業経営体数の構成割合 

保有山林面積規模別林業経営体数の構成割合をみると、５年前に比べ 30ha 以上

の構成割合が 3.6 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

３ 林業経営体 

  ～30ha 以上の構成割合が高くなっている～ 

図４ 年齢別基幹的農業従事者数(個人経営体) 

図５ 保有山林面積規模別にみた林業経営体数の構成割合 

※これらの数値は概数値であり、後日農林水産省が公表する数値が確報値となります。 


